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問い合わせ先 

ＲＲ iver  Trekking 
未来を担う小学生と『リバートレッキング in 太田川』 

 Vol.10 
袋井土木事務所        ～太田川水系 NEWS!!～ 

みんなそろって 

リバートレキンぐぅ～♪ 

危険なところは 

グリップ・グリップ 

 次回の活動（7 月 10 日（木）予定）は、『Ｒ－ＤＩＧ（River Disaster Imagination Game）』。

子供たちの通学路を一緒に歩きながら、大雨の時、どこが危険なのか？どう避難したら安全なのか？等

を考えてもらい、川の怖さについて学んでもらいたいと思います。 

～子供たちの感想より～ 

○上流は流れが速くて中流は流

れが遅いと初めて知りました。

○川の中にはアユがコケを食べ

た後がたくさんあってびっく

りしました。 

○石の種類は全部同じだと思っ

たけれどいろいろな種類があ

ることがわかった。 

袋井土木事務所では、昨年度より、日ごろから活動の場として太田川を利用している袋井市立今井小学校

の 4 年生と、総合学習として、川と触れあう活動をしています。 

 今年も第１弾は、『リバートレッキング』 

平成 20 年 6 月 11 日（水）、朝から天気は曇り空。出発地点で子供たちを待っていた 8 時 30 分頃には

とうとう雨が・・・。これは中止か！？と悩んでいるところに子供たちが乗ったバスが到着。するとどうで

しょう。子供たちの元気に押されたかのように、雨雲がみるみる遠くに・・・。こうしてリバートレッキン

グも無事スタートを切ることができました。 

参加者は、小学４年生 40 人、先生 2 人、ボランティア 3 人、そして県の職員。目の前に立ちはだかる、

さまざまな困難を乗り越えながら、子供たちは力強く、川の中を上流に向かって歩いていきました。 

途中、獲った魚の解説付き班対抗魚採り大会や、太田川にある石の勉強をしました。水に触れ、流れの強

さ・速さを身体全体で受け止め、五感を通じて川のダイナミックさを思う存分体感してもらえたのではない

でしょうか？ 

一般的に、河川の中上流部は頻繁に曲がりくねっており、その度に変わる風景を楽
しみながら、上流に向かって上っていくネイチャートレッキングである。 

リバートレッキングとは？ 

【トレイス】 
 

先頭のリーダーが選んだ安全なコ

ースを一歩も間違うことなくたど

っていく。 

【グリップ（手から手へ）】 
 

岩や堰堤などの障害を越えたり、深めの流れを渡っ

たりするとき、二人の手がお互いの手首をしっかり

つかみ合うようにして手をつなぐ。 

【ブレイク】 
 

隊列をといて、休憩したり、自由に

遊べる時間を設ける。 

リバートレッキング提案書 朝重孝治 著 


